
１．はじめに

今日，生活の夜型化，運動不足，食生活の乱れ

など不規則な生活習慣に起因する心身の健康問題

が増加傾向にあるが，これらの問題を予防し健康

な心身を保ち，自己の能力を社会で発揮していく

ためには，幼少時から食事・運動・睡眠など基本

的生活習慣を健全に保ち，それを生涯にわたって

継続していくことがきわめて重要と思われる。近

年の学校保健および小児保健の分野における小・

中・高校・大学生の健康生活等に関する研究に

は，上地らによる小学生のライフスタイルと心身

の健康の関係を分析したもの１），服部らによる小

学生の自覚症状の訴え数とライフスタイル要因と

の関連を分析したもの２），光岡らによる学童の自

覚的疲労症状と生活要因との関連を分析したも

の３），門田らによる児童のライフスタイルと健康

状況の関係を調査したもの４），家田らによる児童

の健康生活行動に関連する要因を分析したも

の５），前田による中学生の自覚症状と生活習慣の

関係を調べたもの６），小杉らによる中学生・高校

生の生活習慣に影響する要因を分析したもの７），

末井らによる大学生の健康と生活について１９７７

年，１９８９年および２００２年入学者を比較したも

の８），善福らによる学生の健康習慣と主観的健康

状態の関連性を調べたもの９），澤田らによる短期

大学学生の健康生活の変遷を四半世紀にわたって

調査したもの１０）などがあるが，本研究のように子

どもの頃の生活習慣が後の健康生活にどう影響し

てくるかを調査したものには見当たらず，小林に

よる過去の食に関する環境および体験が現在およ

び未来の食生活に及ぼす影響を調査したもの１１），

澤田らによる学童期の運動習慣が後の運動実践に

及ぼす影響を調べたもの１２）があるにとどまった。

学童期の生活習慣が後の健康生活に及ぼす影響

Influence that a Lifestyle of the Childhood gives to the Later Health Life

澤 田 由 美，澤 田 孝 二

Yumi SAWADA , Koji SAWADA

キーワード：学童期，現在，生活

概 要

短期大学学生を対象とした実施した学童期および現在の生活等に関する調査結果の分析を通

して，�学童期と現在で共通な１７項目のうち，健康状態を除く１６項目で統計的に有意な相関が
認められ，学童期の生活と現在の生活の間には密接な関係があり，言い換えると学童期の生活

の仕方が後の生活にも大きく影響を及ぼしていると考えられた。�学童期と現在の生活等の様
子に関する調査項目のうち，両者で共通な１７項目の１３６の組み合わせのうち，就寝起床の様子

－生活リズムなど４１通りの組み合わせで学童期及び現在でともに有意な相関が認められた。こ

のように，学童期と現在のいずれにおいても健康生活を確立していくために，生活に関わる習

慣や行動一つひとつを良好な状態に維持・改善していくことが極めて重要であると考えられ

た。
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本研究では，睡眠や食事や運動など心身の健康に

とって極めて重要な役割を果たしている日常生活

習慣に着目し，子どもの頃からの生活習慣が後の

健康生活にどう影響を及ぼしているかを明らかに

するために，短期大学生を対象に実施した調査の

結果の分析を試みたので，その概要を報告する。

２．方 法

調査は，２０１０年１月にY短期大学保育科学生

１６１名を対象として，自分自身の学童期および現

在（大学１年時）の生活等に関するアンケート調

査を実施し，回答の得られた１５８名分の結果を分

析した。学童期の生活等については，小学校３・

４年生頃の様子を思い出して回答してもらう方法

で調査した。

調査項目は，学童期および現在の眠りの質，就

寝起床の様子，食物の好き嫌いの様子，朝食の摂

取状況，体型，運動適性，運動習慣，習い事の多

さ，学校生活の様子，サークル活動の様子（現在

のみ），アルバイトの実施状況（現在のみ）、自宅

学習への取り組み，家の手伝いへの取り組み，友

達関係，余暇の過ごし方，生活リズム，活動性，

気分の安定性，健康状態についてである。調査項

目および選択肢等の詳細は表１に示すとおりであ

表１ 保育科学生に対する生活等に関する調査項目の選択肢

小学生時代（３～４年生頃）の様子

眠りの質 １．夜ぐっすり眠っていた ２．時々眠りが浅いことがあった ３．熟睡できることは少なかった
就寝起床 １．早寝早起きをしていた ２．時々遅くなった ３．夜遅くまで起きていた
食物嗜好 １．好き嫌いなく何でも食べた ２．少し好き嫌いがあった ３．好き嫌いが多かった
朝食 １．毎朝食べていた ２．食べないことが時々あった ３．食べないことが多かった
体型 １．太っていた ２．ふつうだった ３．やせていた
運動適性 １．運動は得意だった ２．苦手な運動がいくつかあった ３．苦手だった
運動習慣 １．活発に運動していた ２．ある程度運動していた ３．体を動かす機会は少なかった
習い事 １．たくさん習っていた ２．少し習っていた ３．ほとんど習っていなかった
学校生活 １．楽しかった ２．普通だった ３．楽しくなかった
家の手伝い １．よくやった ２．時々やった ３．あまりやらなかった
自宅学習 １．きちんとやっていた ２．ある程度やっていた ３．あまりやらなかった
友達 １．多かった ２．多くはないがある程度いた ３．少なかった
余暇 １．楽しく過ごしていた ２．普通に過ごしていた ３．楽しく過ごすことは少なかった
生活リズム １．規則的だった ２．時々不規則になった ３．不規則になることが多かった
活動性 １．活発な性格だった ２．普通だった ３．おとなしかった
気分変化 １．安定していた ２．時々変化することがあった ３．変化が大きかった
健康 １．丈夫であった ２．時々体調を崩した ３．体調を崩すことが多かった

現在の様子

眠りの質 １．夜ぐっすり眠れる ２．時々眠りが浅いことがある ３．熟睡できることは少ない
就寝起床 １．早寝早起きをしている ２．時々遅くなる ３．夜遅くまで起きている
食物嗜好 １．好き嫌いなく何でも食べる ２．少し好き嫌いがある ３．好き嫌いが多い
朝食 １．毎朝食べている ２．食べないことが時々ある ３．食べないことが多い
体型 １．太っていた ２．ふつうだった ３．やせていた
運動適性 １．運動得意である ２．苦手な運動がいくつかある ３．運動は苦手である
運動習慣 １．運動する機会が多い ２．時々体を動かしている ３．運動する機会は少ない
習い事 １．たくさん習っている ２．少し習っている ３．習い事はしていない
学校生活 １．有意義に過ごしている ２．普通に過ごしている ３．有意義に過ごすことは少ない
サークル １．運動系のサークルで活動中 ２．文化系のサークルで活動中 ３．活動していない
アルバイト １．週２回以上している ２．週に１回かそれ以下である ３．していない
家の手伝い １．よくやる ２．時々やる ３．ほとんどやらない
自宅学習 １．日常的にしている ２．必要があるときだけやる ３．ほとんどやらない
友達 １．多い ２．多くはないがある程度いる ３．少ない
余暇 １．楽しく過ごしている ２．普通に過ごしている ３．楽しく過ごすことは少ない
生活リズム １．規則的である ２．時々不規則になる ３．不規則になることが多い
活動性 １．活発な性格である ２．普通 ３．おとなしい
気分変化 １．安定している ２．時々変化することがある ３．変化が大きい
健康 １．丈夫である ２．時々体調を崩す ３．体調を崩すことが多い
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る。分析は，調査項目ごとの回答結果を集計し概

要を把握するとともに，選択肢の１～３の番号が

そのままスコアに置き換えられるようになってい

るので，そのスコアを用いて調査項目間の相互の

関連の有無を、相関係数を算出して統計的に分

析１３）した。

３．結果と考察

� 学童期と現在の生活等に関する回答結果の比

較

眠りの質は，学童期では「ぐっすり眠ってい

た」という回答が８割を超えていたが，現在では

「ぐっすり眠っている」という回答が４割にとど

まり，「時々眠りが浅くなる」が５割強を占めた。

就寝起床の様子は，学童期では「早寝早起きを

していた」という回答が半数を超えていたが，現

在では「早寝早起きをしている」という回答は１

割強にとどまり，「夜遅くまで起きている」とい

う回答が半数弱を占めた。

食物の好き嫌いの様子は，学童期では「少し好

き嫌いがあった」という回答が４割を超えていた

が，現在ではその比率が減少し「好き嫌いなく何

でも食べる」という回答が半数強を占め最も多

かった。

朝食の摂取状況は，学童期では「毎日食べてい

た」という回答が８割を超えていたが，現在では

「毎日食べる」という回答は半数にとどまり，「食

べないことが時々ある」という回答が３割強に増

えた。

体型は，学童期では「太っていた」という回答

が２割台であったが，現在では「太っている」と

いう回答が３割を超えていた。逆に「やせてい

た」という回答は学童期ではおよそ２割を占めた

が，現在ではわずか４％にとどまった。

運動適性は，学童期では「運動が得意だった」

という回答が半数弱を占めたが，現在では「運動

が得意である」という回答は４割弱に減り，「苦

手な運動がいくつかある」という回答が約半数を

占め最も多くなった。

運動習慣は，学童期では「活発に運動してい

た」という回答が半数を占め最も多かったが，現

在では「運動する機会が多い」という回答は２割

にとどまり，「時々体を動かす機会がある」と「体

を動かす機会は少ない」という回答がそれぞれ４

割を占めた。

習い事の多さは，学童期では「たくさん習って

いた」という回答が４割にのぼったが，現在では

「たくさん習っている」という回答は１割弱にと

どまり，逆に「習い事はしていない」という回答

が６割と最も多かった。

学校生活の様子は，学童期では「楽しかった」

という回答が８割を超えていたが，現在では「有

意義に過ごしている」という回答は６割弱にとど

まった。

現在のサークルでの活動は，「運動系のサーク

ルで活動している」という回答が３割弱，「文化

系のサークルで活動している」という回答が２割

弱，「やっていない」という回答が半数強を占め

た。

現在のアルバイトの実施状況は，「週２回以上

している」という回答がおよそ７割と最も多く，

「週１回かそれ以下」と「していない」がそれぞ

れ１５％であった。

自宅学習への取り組みは，学童期では「しっか

りやっていた」と「ある程度やっていた」という

回答を合わせた比率が７割を占めていたが，現在

では「日常的にしている」という回答は１割弱に

とどまった。

家の手伝いへの取り組みは，学童期では「時々

やった」という回答が半数を超え最も多く，「よ

くやった」が３割強を占めた。現在では「時々や

る」は学童期とほぼ同率であったが，「よくやる」

という回答は２割台にとどまった。

友達関係は，学童期では「一緒に遊ぶ友達は多

かった」という回答が７割弱を占め多かったが，

現在ではその比率が５割強にとどまり，「多くは

ないがある程度いる」という回答が４割強を占め

た。

余暇の過ごし方は，学童期と現在のいずれも

「楽しく過ごしていた（いる）」という回答が６

割強を占め最も多かった。

生活リズムは，学童期では「規則的であった」

という回答が６割を超え最も多かったが，現在で

は「規則的である」という回答は３割弱にとどま

り，逆に「時々不規則になる」という回答が半数

弱と最も多くなった。「生活リズムが崩れること
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が多い」という回答も２割を超えた。

活動性は，学童期では「活発な性格であった」

という回答が６割を占め多かった。一方現在では

「活発な性格である」という回答は４割にとど

まった。

気分の安定性は，学童期では「安定していた」

という回答が８割弱を占め最も多かった。一方現

在では「安定している」という回答が５割弱に低

下し，「時々変化する」が４割強に増えた。

健康状態は，学童期では「体は丈夫であった」

という回答がおよそ８割を占め多かった。一方現

在では「体は丈夫である」という回答は７割強と

わずかに減り，「時々体調を崩す」という回答が

３割弱と増える傾向にあった。（表２および表３

表２ 小学生時代の生活等の様子についての回答結果

区分 眠りの質 就寝起床 食物嗜好 朝食 体型 運動適性 運動習慣 習い事 学校生活

１
人 １３３ ８４ ６９ １２９ ３８ ７３ ７９ ６３ １２８
％ ８４．２ ５３．２ ４３．７ ８１．６ ２４．１ ４６．２ ５０ ３９．９ ８１

２
人 ２３ ６０ ６７ １９ ８８ ５７ ６０ ８７ ２４
％ １４．６ ３８ ４２．４ １２ ５５．７ ３６．１ ３８ ５５．１ １５．２

３
人 ２ １４ ２２ １０ ３２ ２８ １９ ８ ６
％ １．３ ８．９ １３．９ ６．３ ２０．３ １７．７ １２ ５．１ ３．８

計
人 １５８ １５８ １５８ １５８ １５８ １５８ １５８ １５８ １５８
％ １００ １００ １００ １００ １００ １００ １００ １００ １００

区分 家の手伝い 自宅学習 友達 余暇 生活リズム 活動性 気分変化 健康

１
人 ５０ ５５ １０８ １００ １０２ ９５ １２２ １２７
％ ３１．６ ３４．８ ６８．４ ６３．３ ６４．６ ６０．１ ７７．２ ８０．４

２
人 ６１ ８６ ４８ ５６ ５０ ５０ ２８ ２５
％ ３８．６ ５４．４ ３０．４ ３５．４ ３１．６ ３１．６ １７．７ １５．８

３
人 ４７ １７ ２ ２ ６ １３ ８ ６
％ ２９．７ １０．８ １．３ １．３ ３．８ ８．２ ５．１ ３．８

計
人 １５８ １５８ １５８ １５８ １５８ １５８ １５８ １５８
％ １００ １００ １００ １００ １００ １００ １００ １００

表３ 現在の生活等の様子についての回答結果

区分 眠りの質 就寝起床 食物嗜好 朝食 体型 運動適性 運動習慣 習い事 学校生活 サークル

１
人 ６５ ２１ ８０ ９２ ５０ ６１ ３１ １２ ９０ ４５
％ ４１．１ １３．３ ５０．６ ５８．２ ３１．６ ３８．６ １９．６ ７．６ ５７ ２８．５

２
人 ８４ ６３ ５５ ５１ １０１ ７８ ６５ ５０ ６４ ２９
％ ５３．２ ３９．９ ３４．８ ３２．３ ６３．９ ４９．４ ４１．１ ３１．６ ４０．５ １８．４

３
人 ９ ７４ ２３ １５ ７ １９ ６２ ９６ ４ ８４
％ ５．７ ４６．８ １４．６ ９．５ ４．４ １２ ３９．２ ６０．８ ２．５ ５３．２

計
人 １５８ １５８ １５８ １５８ １５８ １５８ １５８ １５８ １５８ １５８
％ １００ １００ １００ １００ １００ １００ １００ １００ １００ １００

区分 アルバイト 家の手伝い 自宅学習 友達 余暇 生活リズム 活動性 気分変化 健康

１
人 １１１ ４１ １２ ８２ １０１ ４６ ６５ ７２ １１６
％ ７０．３ ２５．９ ７．６ ５１．９ ６３．９ ２９．１ ４１．１ ４５．６ ７３．４

２
人 ２４ ８６ １０７ ７１ ５５ ７７ ８３ ６５ ４１
％ １５．２ ５４．４ ６７．７ ４４．９ ３４．８ ４８．７ ５２．５ ４１．１ ２５．９

３
人 ２３ ３１ ３９ ５ ２ ３５ １０ ２１ １
％ １４．６ １９．６ ２４．７ ３．２ １．３ ２２．２ ６．３ １３．３ ０．６

計
人 １５８ １５８ １５８ １５８ １５８ １５８ １５８ １５８ １５８
％ １００ １００ １００ １００ １００ １００ １００ １００ １００
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を参照）

� 学童期と現在の生活等の回答結果の相関の有

無

学童期と現在の生活等の様子に関する調査項目

のうち，両者で共通な項目の回答結果の相関の有

無について，回答結果をスコアに置き換えて相関

係数を算出し，統計的に有意な相関があるかどう

かを調べた。

その結果，学童期と現在で共通な１７項目のうち

１６項目で統計的に有意な相関が認められた。すな

わち，眠りの質（P＜０．０２），就寝起床の様子（P

＜０．０１），食物の好き嫌いの様子（P＜０．０１），朝

食の摂取状況（P＜０．０５），体型（P＜０．０１），運

動適性（P＜０．０１），運動習慣（P＜０．０１），習い

事の多さ（P＜０．０１），学校生活の様子（P＜

０．０１），自宅学習への取り組み（P＜０．０１），家の

手伝いへの取り組み（P＜０．０１），友達関係（P＜

０．０１），余暇の過ごし方（P＜０．０１），生活リズム

（P＜０．０１），活動性（P＜０．０１），気分の安定性

（P＜０．０１），以上１６項目で学童期と現在の回答

結果の間に統計的に有意な相関がみられ，健康状

態のみ統計的に有意な相関が認められなかった。

相関係数が最も大きかったのは食物の好き嫌い

の様子（r＝０．６１７）であり，以下運動適性（r＝

０．６０４），友達関係（r＝０．５０９），体型（r＝０．４３３），

家の手伝い（r＝０．４１２），余暇の過ごし方（r＝

０．３５５），活 動 性（r＝０．３５５），自 宅 学 習（r＝

０．３０６），気分の安定性（r＝０．３０１），就寝起床（r

＝０．２８５），学校生活の様子（r＝０．２６８）と続い

た。すなわち，学童期に好き嫌いなく何でも食べ

ていた者ほど現在でも好き嫌いが少ない傾向にあ

ること，学童期に運動が得意だった者ほど現在で

も運動が得意な傾向があること，学童期に太り気

味だった者ほど現在でも太り気味の傾向にあるこ

と，学童期に家の手伝いをよくしていた者ほど現

在でもよく手伝いをする傾向にあること，学童期

に余暇を楽しく過ごしていた者ほど現在でも有意

義に過ごす傾向にあること，学童期に活発な性格

だった者ほど現在でも活発な傾向があること，学

童期にしっかり自宅学習をしていた者ほど現在で

も自宅学習の習慣をもつ傾向にあること，学童期

に気分が安定していた者ほど現在でも安定傾向に

あること，学童期に早寝早起きをしていた者ほど

現在でも早寝早起きをする傾向があること，学童

期に学校生活を楽しく過ごしていた者ほど現在で

も学校生活を有意義に過ごす傾向にあることなど

が明らかになった。

このように，学童期の生活と現在の生活の間に

は密接な関係があり，言い換えると学童期の生活

の仕方が後の生活にも大きく影響を及ぼしている

と考えられた。（表４を参照）

� 学童期の生活等に関する各調査項目の回答結

果相互の相関の有無

学童期の生活等に関する１７の調査項目の回答結

果相互に相関がみられるか，回答結果をスコアに

置き換えて相関係数を算出し，統計的な有意な相

関の有無を調べた。

その結果，１３６の組み合わせのうち６４の組み合

わせで統計的に有意な相関が認められた。相関係

数が最も大きかったのは運動適性－運動習慣（r

＝０．６０１）であり，以下運動習慣－活動性（r＝

０．４８３），就寝起床の様子－生活リズム（r＝

０．４５９），眠 り の 質－就 寝 起 床 の 様 子（r＝

表４ 小学生時代と現在の相関の有無

項目 相関係数 有意水準

眠りの質 ０．２ **

就寝起床 ０．２８５ ***

食物嗜好 ０．６１７ ***

朝食 ０．１７１ ＊

体型 ０．４３３ ***

運動適性 ０．６０４ ***

運動習慣 ０．２３２ ***

習い事 ０．２４８ ***

学校生活 ０．２６８ ***

家の手伝い ０．３０６ ***

自宅学習 ０．４１２ ***

友達 ０．５０９ ***

余暇の過ごし方 ０．３５５ ***

生活リズム ０．２２７ ***

活動性 ０．３５５ ***

気分変化 ０．３０１ ***

健康 ０．１３５ 相関なし

*** P＜０．０１ **P＜０．０２ *P＜０．０５
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０．４５１），活動性－健康状態（r＝４３２），友達関係

－活動性（r＝０．４１６），活動性－気分の安定性（r

＝０．３９１），学校生活の様子－気分の安定性（r＝

０．３８９），運動適性－活動性（r＝３７７），眠りの質

－活動性（r＝０．３６６），運動習慣－友達関係（r＝

０．３６５），就寝起床の様子－気分の安定性（r＝

０．３６２），眠りの質－気分の安定性（r＝０．３５２），

学校生活の様子－活動性（r＝０．３４７），友達関係

－余暇の過ごし方（r＝０．３３１），余暇の過ごし方

－生活リズム（r＝０．３１９），学校生活の様子－健

康状態（r＝０．３１４），気分の安定性－健康状態（r

＝０．３１２），学校生活の様子－友達関係（r＝

０．３０９），生 活 リ ズ ム－気 分 の 安 定 性（r＝

０．３０３），就寝起床の様子－運動習慣（r＝０．３０２）

と続いた。すなわち，運動が得意だった者ほど日

頃運動をする習慣をもつ傾向にあったこと，活発

な性格だった者ほど日頃運動をする習慣をもつ傾

向にあったこと，早寝早起きをしていた者ほど生

活リズムが規則的な傾向にあったこと，活発な性

格だった者ほど健康状態が良好な傾向にあったこ

と，活発な性格だった者ほど一緒に遊ぶ友達が多

い傾向にあったこと，活発な性格だった者ほど気

分が安定傾向にあったこと，気分が安定していた

者ほど学校生活を楽しく過ごす傾向にあったこ

と，活発な性格だった者ほど運動が得意な傾向に

あったこと，活発な性格だった者ほど眠りの質も

良好な傾向にあったこと，遊ぶ友達の多かった者

ほど日頃運動する習慣をもつ傾向にあったこと，

早寝早起きをしていた者ほど気分が安定傾向に

あったこと，気分が安定していた者ほど眠りの質

も良好な傾向にあったこと，活発な性格だった者

ほど学校生活を楽しく過ごす傾向にあったこと，

一緒に遊ぶ友達の多かった者ほど余暇を楽しく過

ごす傾向にあったこと，余暇を有意義に過ごして

いた者ほど生活リズムが規則的な傾向にあったこ

と，健康状態の良好だった者ほど学校生活を楽し

く過ごす傾向にあったこと，健康状態が良好だっ

た者ほど気分が安定傾向にあったこと，遊ぶ友達

の多かった者ほど学校生活を楽しく過ごす傾向に

あったこと，規則的な生活リズムをもっていた者

ほど気分が安定傾向にあったこと，早寝早起きを

していた者ほど日頃運動習慣をもつ傾向にあった

ことなどが明らかになった。

このように，学童期の生活に関わる様々な項目

が相互に関連しており，学童の健康生活を確立し

ていくためには，生活に関わる習慣や行動一つひ

とつを良好な状態に維持・改善していくことが極

めて重要であると考えられた。（表５を参照）

� 現在の生活等に関する各調査項目の回答結果

相互の相関の有無

現在の生活等に関する１９の調査項目の回答結果

相互に相関がみられるか，回答結果をスコアに置

き換えて相関係数を算出し，統計的な有意な相関

の有無を調べた。

その結果，１７１の組み合わせのうち６１の組み合

わせで統計的に有意な相関が認められた。相関係

数が最も大きかったのは就寝起床の様子－生活リ

ズム（r＝０．４７９）であり，以下友達関係－活動性

（r＝０．４０３），運動適性－運動習慣（r＝０．３９１），

運動習慣－サークル活動（r＝３８６），気分の安定

性－健康状態（r＝０．３７４），友達関係－余暇の過

ごし方（r＝０．３７２），生活リズム－気分の安定性

（r＝０．３６３），余暇の過ごし方－活動性（r＝

０．３４６），眠 り の 質－起 床 就 寝 の 様 子（r＝

０．３２１），眠りの質－健康状態（r＝０．３１２），習い

事の多さ－自宅学習への取り組み（r＝０．３０７），

朝食の摂取状況－生活リズム（r＝０．３０３）と続い

た。すなわち，早寝早起きをしている者ほど生活

リズムが規則的な傾向にあること，活発な性格な

者ほど一緒に遊ぶ友達が多い傾向にあること，運

動が得意な者ほど運動する機会が多い傾向にある

こと，運動系のサークルに入っている者ほど運動

する機会が多い傾向にあること，健康状態が良好

な者ほど気分が安定傾向にあること，余暇を有意

義に過ごしている者ほど一緒に遊ぶ友達が多い傾

向にあること，生活リズムが規則的な者ほど気分

が安定傾向にあること，活発な性格な者ほど余暇

を楽しく過ごす傾向にあること，早寝早起きをし

ている者ほど眠りの質が良好な傾向にあること，

夜ぐっすり眠っている者ほど健康状態が良好な傾

向にあること，習い事をたくさんしている者ほど

自宅学習をよくする傾向にあること，朝食をきち

んと食べている者ほど生活リズムが規則的な傾向

にあることなどが明らかになった。

このように，短期大学生の生活に関わる様々な
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項目が相互に関連しており，健康生活の確立のた

めには，生活に関わる習慣や行動一つひとつを良

好な状態に維持・改善していくことが極めて重要

であると考えられた。（表６を参照）

� 学童期および現在のいずれも統計的に有意な

相関のある項目の組み合わせ

学童期と現在の生活等の様子に関する調査項目

のうち，両者で共通な１７項目の１３６の組み合わせ

のうち，学童期および現在のいずれも統計的に有

意な相関のある項目の組み合わせは４１通りであっ

た。すなわち，眠りの質－就寝起床の様子，眠り

の質－健康状態，就寝起床の様子－食物の好き嫌

いの様子，就寝起床の様子－朝食の摂取状況，就

寝起床の様子－習い事の多さ，就寝起床の様子－

自宅学習への取り組み，就寝起床の様子－生活リ

ズム，就寝起床の様子－気分の安定性，食べ物の

好き嫌いの様子－家の手伝いへの取り組み，食べ

物の好き嫌いの様子－気分の安定性，朝食の摂取

状況－余暇の過ごし方，朝食の摂取状況－生活リ

ズム，運動適性－運動習慣，運動適性－習い事の

多さ，運動適性－友達関係，運動適性－活動性，

運動習慣－習い事の多さ，運動習慣－活動性，習

い事の多さ－自宅学習への取り組み，習い事の多

さ－活動性，学校生活の様子－友達関係，学校生

活の様子－余暇の過ごし方，学校生活の様子－活

動性，学校生活の様子－気分の安定性，学校生活

の様子－健康状態，自宅学習への取り組み－家の

手伝いへの取り組み，家の手伝いへの取り組み－

活動性，友達関係－余暇の過ごし方，友達関係－

生活リズム，友達関係－活動性，友達関係－気分

の安定性，友達関係－健康状態，余暇の過ごし方

－生活リズム，余暇の過ごし方－活動性，余暇の

過ごし方－気分の安定性，生活リズム－活動性，

生活リズム－気分の安定性，生活リズム－健康状

態，活動性－気分の安定性，活動性－健康状態，

表５ 学童期の生活等の項目相互の関係

就寝起床
０．４５１

***

食物嗜好
０．０８９ ０．２２５

***

朝食
０．１４８ ０．２１４ ０．０７５

***

体型
－０．０９３ －０．０９７ ０．０８５ ０．０２５ ***P＜０．０１

**P＜０．０２

*P＜０．０５
運動適性

０．０７７ ０．１５７ －０．００５ －０．１３５ ０．０１６

運動習慣
０．２３ ０．３０２ ０．０２８ ０．０９５ ０．０６５ ０．６０１

*** ***

習い事
０．０６５ ０．１６３ ０．２ ０．０３１ ０．０３２ ０．２１２ ０．２７４

* ** *** ***

学校生活
０．３６６ ０．１９３ ０．１７５ ０．０７ ０．０４５ ０．２０７ ０．２３２ ０．０７８

*** ** * ** ***

自宅学習
０．０３ ０．１７ ０．０８２ ０．１４１ －０．０７４ ０．０１２ ０．０１ ０．２１１ ０．０７５

*

手伝い
０．０８６ ０．１５７ ０．２５４ ０．１１５ ０．０５４ －０．０１１ ０．０６６ ０．１０１ ０．２９３ ０．２４７

*** *** ***

友達
０．０９７ ０．１７７ ０．１ ０．０４９ ０．０７６ ０．２８７ ０．３６５ ０．１８ ０．３０９ ０．０８１ ０．２７３

* *** *** ＊ *** ***

余暇
０．２６５ ０．１４４ ０．１３９ ０．２２６ ０．０８ －０．０４８ ０．１９４ ０．１０６ ０．２３ ０．０９７ ０．０８７ ０．３３１

*** *** ** *** ***

生活リズム
０．３７ ０．４５９ ０．１５３ ０．２５６ －０．１１３ ０．０４ ０．０２５ ０．０３１ ０．２９ ０．１３２ ０．１０６ ０．２４１ ０．３１９

*** *** *** *** *** ***

活動性
０．０７２ ０．２５２ ０．１９２ ０．０２２ ０．１３２ ０．３７７ ０．４８３ ０．２４８ ０．３４７ ０．０５６ ０．２３８ ０．４１６ ０．２３４ ０．２１４

*** ** *** *** *** *** *** *** *** ***

気分変化
０．３５２ ０．３６２ ０．１９９ ０．１４７ ０．０２９ ０．１０１ ０．１４５ ０．０４７ ０．３８９ ０．０７１ ０．１５７ ０．１９８ ０．２７７ ０．３０３ ０．３９１

*** *** ** *** ** *** *** ***

健康
０．２０５ ０．１６１ ０．０９ ０．１３１ ０．０４５ ０．１７７ ０．３１ ０．１０７ ０．３１４ －０．１０１ ０．１５７ ０．２２３ ０．０９７ ０．２５６ ０．４３２ ０．３１２

** * * *** *** *** *** *** ***

区 分 眠りの質 就寝起床 食物嗜好 朝食 体型 運動適性 運動習慣 習い事 学校生活 自宅学習 手伝い 友達 余暇 生活リズム 活動性 気分変化
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気分の安定性－健康状態で，学童期および現在の

いずれも統計的に有意な相関が認められた。

このように，学童期のみ，あるいは現在のみで

有意な相関のある項目の組み合わせは比較的少な

く，学童期と現在のいずれにおいても統計的に有

意な相関がある項目の組み合わせが多く存在する

ことが明らかになった。中でも，就寝起床の様子

－生活リズム，友達関係－活動性，運動適性－運

動習慣，眠りの質－就寝起床の様子，友達関係－

余暇の過ごし方，気分の安定性－健康状態，生活

リズム－気分の安定性などの組み合わせは，学童

期においても現在においても比較的高い相関が認

められ，早寝早起きをしている者ほど生活リズム

が規則的であり，活発な性格な者ほど一緒に遊ぶ

友達が多く，運動が得意な者ほど運動する機会が

多く，早寝早起きをしている者ほど眠りの質が良

好で，健康状態が良好な者ほど気分が安定し，余

暇を有意義に過ごしている者ほど一緒に遊ぶ友達

が多く，生活リズムが規則的な者ほど気分が安定

している傾向にあり，これらが学童期においても

短期大学生になった現在においても共通な傾向と

して存在することが明らかになった。（表５およ

び表６を参照）

４．まとめ

短期大学学生を対象とした実施した学童期およ

び現在の生活等に関する調査結果の分析を通し

て，以下の事柄が明らかになった。

１）生活等に関する調査項目のうち，学童期と現

在で共通な１７項目のうち，健康状態を除く１６項目

で統計的に有意な相関が認められ，学童期の生活

と現在の生活の間には密接な関係があり，言い換

表６ 現在の生活等の項目相互の関係

起床就寝
０．３２１

***

食物嗜好
０．１６２ ０．１９

* **

朝食
０．２５６ ０．２４３ ０．１８８

*** *** *

体型
－０．０４５ ０．０２４ －０．０２５ －０．０７１ ***P＜０．０１

**P＜０．０２

*P＜０．０５
運動適性

０．０８４ ０．０８４ ０．０１１ －０．０６５ ０．０４６

運動習慣
０．１１６ ０．１２９ ０．０３８ －０．０７６ ０．１６６ ０．３９１

* ***

習い事
０．０１３ ０．１９８ ０．０３２ －０．０１６ ０．１８４ ０．１８７ ０．２６３

** * * ***

学校生活
－０．０２９ ０．１１３ ０．１４４ ０．０７１ ０．０７８ ０．１０８ ０．１２３ ０．１２３

サークル
－０．０２７ ０．０７２ ０．０３１ ０．０１１ ０．０４９ ０．０４８ ０．３８６ ０．１７６ ０．１２３

アルバイト
０．０８６ －０．１１７ －０．００９ －０．１４２ －０．０６４ ０．１３９ －０．０４４ －０．０７１ ０．０４９ ０．０１７

手伝い
０．０８８ ０．１６６ ０．２２７ ０．２１５ ０．１６３ ０．００５ ０．０６３ ０．０９４ ０．１１３ ０．００５ －０．０５９

* *** *** *

自宅学習
０．０７１ ０．１８３ ０．０４４ ０．０９１ －０．０３６ －０．０８５ ０．０５８ ０．３０７ －０．００７ ０．００５ －０．０６３ ０．１８６

* *** *

友達
－０．０８３ －０．００３ ０．００３ ０．０８３ ０．０６４ ０．１９８ ０．０４７ ０．０３５ ０．２９２ －０．０３９ ０．０１７ ０．０３６ ０．００３

** ***

余暇
－０．００２ ０．０９３ －０．０４７ ０．２０２ ０．００１ ０．０６９ ０．０７４ ０．０９１ ０．２７６ ０．０２１ －０．０７ ０．２１７ ０．０９ ０．３７２

** *** *** ***

生活リズム
０．２７５ ０．４７９ ０．１３６ ０．３０３ －０．０１６ ０．１０９ ０．０９８ ０．２０８ ０．１４７ ０．０４８ ０．０５９ ０．２１５ ０．２４４ ０．１８５ ０．２９８

*** *** *** ** *** *** * ***

活動性
０．０６４ ０．０８３ ０．０１７ －０．０７７ ０．０４ ０．２８ ０．２７ ０．２３９ ０．２７４ ０．０１９ ０．１５ ０．１６７ ０．１６５ ０．４０３ ０．３４６ ０．１９７

*** *** *** *** * * *** *** **

気分変化
０．１０８ ０．１８４ ０．１８４ ０．００２ ０．００２ ０．１５８ ０．１５９ ０．１７４ ０．２７ －０．００４ ０．０５７ ０．１３２ ０．３１４ ０．２４６ ０．２１５ ０．３６３ ０．２９４

* * * *** *** *** *** *** ***

健康
０．３１２ ０．０９ ０．１０５ ０．０２ －０．０３３ ０．１３４ ０．１０３ －０．０１９ ０．１８７ ０．０３８ ０．１６８ ０．０７６ ０．０９３ ０．１７１ ０．２４２ ０．２５１ ０．２５４ ０．３７４

*** * * * *** *** *** ***

区 分 眠りの質 就寝起床 食物嗜好 朝食 体型 運動適性 運動習慣 習い事 学校生活 サークル アルバイト 手伝い 自宅学習 友達 余暇 生活リズム 活動性 気分変化
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えると学童期の生活の仕方が後の生活にも大きく

影響を及ぼしていると考えられた。

２）学童期の生活等に関する１７の調査項目相互の

関係を調べた結果，１３６の組み合わせのうち，運

動適性－運動習慣，運動習慣－活動性，就寝起床

の様子－生活リズム，眠りの質－就寝起床の様子

など６４の組み合わせで統計的に有意な相関が認め

られた。

３）現在の生活等に関する１９の調査項目相互の関

係を調べた結果，１７１の組み合わせのうち，就寝

起床の様子－生活リズム，友達関係－活動性，運

動適性－運動習慣，運動習慣－サークル活動など

６１の組み合わせで統計的に有意な相関が認められ

た。

４）学童期と現在の生活等の様子に関する調査項

目のうち，両者で共通な１７項目の１３６の組み合わ

せのうち，学童期および現在でともに有意な相関

のある項目の組み合わせは，就寝起床の様子－生

活リズム，友達関係－活動性，運動適性－運動習

慣，眠りの質－就寝起床の様子など４１通りであ

り，学童期と現在のいずれにおいても健康生活を

確立していくために，生活に関わる習慣や行動一

つひとつを良好な状態に維持・改善していくこと

が極めて重要であると考えられた。
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